の ////// 。 1 』 届 6 り = 2 の 


- 品 J- 1 0 ALINCO DJ-190 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 2 
り が と う ご ざ ご いま す 。 本 機 の 性能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 
. 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 この 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最 RE と 
取扱 説明 書 後 まで お 腕 み くだ さい 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 利 は 必ず お 手 「 BNC アン デ ナ コ ネクター 


… コネ クタ ー 上 部 に アン テ ナ を 挿入 し 、 カ チッ と 


元 に 保存 し て くだ さい 。 ご 使用 中 に 不明 な 点 や 不都合 が 生 避 
- いう 音 が する まで 右 に 回 し ます 。 


じ た と き は 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 


-F( フ ァ ン クシ ョ ン ) キ ー 
CEF う キー と 他 の キー を 組合 わせ る こと で 、 
様々 な 機能 を 使用 で きま す 。 


ーPTT キ ー 
PTT キ ー を 押す と 送信 し ます 。 Ua 
- と 、 受信 に 切り 替わり ます 。 0 


LAMP(H/L)/SCAN キー 
LAMP キ ー を 9 と 、 ディ スプ レイ 部 が 点灯 
しま す 。 LAMP キ ー を 離す と 、 5 秒 後に 消灯 
し ます 。: . 
-・LAMP キ ー を 押 し な が ら 寺 源 を 入れ る と 、 。 
イス プ レイ が 点灯 し た まま に な り 、LAMP キ 
ーー を 押す た びに 点灯 ・ 消 灯 が 切り 替わり ます 。 
2 ・LAMP キ ー を 秒間 押し 続け る と スキ ャ ン モ ー 
ーー ド に 切り 替わり ます 。- 本 機 の スキ ャ ン は 5 秒 の 
タイ マー スキ ャ ン で す 。 PTT キ ー を 押す と スキ | | | 
0 ャ ン は 停止 し ます 。 スキ ャ ン 方 向 は スキ ャ ン を 
- 始め る 前 に ダイ ヤル を 動か し た 方 向 に な り ま す 。 
・CF つ キー を 押し な が ら LAMP キ ー を 押す 
: と 、 送信 出力 を EDOW パ ワー モー ド に 変更 し ま 
の - す 。L が 表示 され 、LOW パ ワー モー ド に な 
: り ま す 。L が 表示 され て いな いと き は 、HIGH 
: バ ワー モー ド で す 。 (同じ 操作 を く り 返 す と 
HIGH パワ ー モ ー ド に 戻り ます 。) 


ー MONI(MONITOR7 BS 機能 
OND キー を 押す と 、 ス ケル チ が 開き 受信 音 が 


端子 - 1 
BE ワラ の 25 スピ ー 
カー (8 ) を 接続 し じ ま す 。 る 


MIC 端 子 
「 の : 5mm ス テレ オプ ラグ を 使用 し て 、 部 
MIC(CkQ) を 接続 し ます 。 


ダイ ヤル 0 
ダイ ヤル を 回 し て 、 送 信 / 受 信 周 波数 、 メ モリ ー. 
チャン ネル 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周 波数 
、 を 選択 し ます 。 
-( て 上 キー を 押し な が ら ダイ ヤル を 回 す と 、 
1MHz ずつ 周 波数 を 増減 で きま す 。 間 還 


- 送 信 / 受 信 LED 

PTT キ ー を 押す と 、 送信 に な り LED が に 上 
し ます 。 ス ケル チ が 開い た と ざ ( 琶 信 時 ) は 緑 に 上 
灯 し ます 。 


wscevsn り J-190 


ミ 2 DO ぐ や コ ゃ 
ジャ ッ ク 
MOND キー \ ら 電源 に の 

HOND キー な を 押 し な が ら 電 源 を 入れ る と 、BS 名 電源 拉 績 端子 で す 。 当 社 オプ ショ ン の アク 

RE ディ スプ レイ ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル 
本 提 は 日 本 国内 専 用 モデ ル で す の で 、 外国 で は 使用 で に 59-nrF ( 切 ) ま た は b 5 ~nn ( 入 ) が 約 3 秒 間 表 EDC-36 を 接続 し 車 中 で 使用 で きま す 。 ジ ャ 
さま せん 。 示 N ム | 示 を リア 【 さ 3 抽 
OWN を 人 有する に 7 の アマ テ ュ ア 光導 PTT キ ー を 押し な が ら ON キー な 地 す と ビー ンク の 人 は 、 ピ ン 中 和 が + 欄 、 ビ ン 外部 か - 


局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 NR 極 で す 。 な お 外部 電源 を 使用 する 場合 は 
0 ロア し イイ ー リ 株 式 会 社 下 四 で *E ご いう 昔 を 送信 で き 相手 局 の 注意 を 促す こと が DC4.8V 一 DC1.8V、2A 以 上 の 安定 化 電源 
IaClco _ー リ エ 上 < マ PS0285 で きま す 。 (呼出 ピー 音 ) を 使用 し て くだ さい >。 


ます 。 ] セッ RA 


オー トバ パ ワー オフ な 実行 し な いと き は 、APO の 表示 が 消え る まで ダイ ヤル な 回 し ます 。 
人 4. PF を 押 じ で 。 設 E な 終了 し ます 。 [ 


「 4. PTT キ ー を 押し て 、 設定 を 終了 し ます 。 


ジフ ト (次 項 人 照 の を 設定 し ます 。 操作 が 30 分 問 お こ な わ れ な いと き に 、 自 動 的 に 電源 を OFF に する こと が で きま す 。 
7 葉 c4 自動 的 に 悪 源 が OFF に な る 直前 に 、 モール ス で ・ー・ー… と いう 音 が し ます 。 
-1. CF つ キー を 押し な が ら (MOND キー を 押し ます 。 24 。 の 007 ' 
- の .F *.** が 表示 され る まで 、⑦ ・ ゆ キー を 押 と 明 還 | て CF つ キー な 押し な が ら ON) キー を 押し ます 。 
し ます 。(*.* *:MHz 単 位 の オフ セッ ト 周 波数 (者 EE 記 良 2. HPo が 表示 され る まで 、 ゆ ・【 ゆ を 押し ます 。 
「 3. ダイ ヤル を 回 し て 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 を 設定 し 較 議 馬 還 訂 衣 馬 拉 王 嘆 3. タイ ヤル を 回 す と 、HPo の 上 に 小さ な 文字 で APO が 表示 され た り 、 消 えた り し ます 。 
( ' ド 
人 
記 


受信 中 の 周波 数 を 他 局 が 使用 し て いる と き は 、 送 信 を 禁止 し ます 。 
ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が ON の と き は 、 の 志 晶 の の 館 人 5 で は 
(1) 信号 の 入 感 が な いと き (BUSY が 表示 され な い ) 

(2) トー ンス ケル チ 動 作 中 に 、 同 一 トー ン を 受信 し て いる と ぎ 


受信 周波 数 に 対し て 、 送 信 央 波数 を オフ セッ ト 分 ずら し ます 。 回 は 上 方 向 に 、 還 は 下方 向 に 送信 
周波 数 を ずら し ます 。 昌 | 時 


1. CFO キ ー を 押し な が ら (WOND キー を 押し ます 。 
ら . 5hiFE (SHIFT) が 表示 され る まで 、[④ ・[ ゆ キー を 押し ます 。 
3. 回 また は 園 の 表示 が 出る まで ダイ ヤル を 回 し ます 。- 

4. PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


1. CF つ キー を 押し な が ら (WON キー を 押し ます 。 

の . Lo -aF が 表示 され る まで 、 ・ ゆ キー を 押し ます 。 

3. ダイ ヤル を 回 し て 、 L oo『 (OFF) ま た は Lo- on (ON) を 選択 し ます 。 

4. PTT キ ー を 押し て 、 設定 を 終了 し ます 。 Ed 


タイ ム ア ウト ・ タイ マー(TOT) 
1 回 あたり の 送信 時 間 を 制限 で きま す 。 一 定 の 送信 時 間 を 超え る と 、 上 生 9l に 送信 が 人 され 受信 を 
再開 し ます 。 1 回 あたり の 送信 時 間 は 、.30 秒 か ら 450 秒 (7. /.52) の 間 ぇ 30 秒 単位 で 設定 し ます 。 


ドウ E2 和 ニダ ド トー ンス $# 3 
送信 側 で トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 し 、 送 信 時 に 微少 トー ン を 音声 に 含ま せま す 。 受信 側 は 、 トー ンス 
ケル チ を 使用 し て 、 に 全 UGB240 
防ぐ こと が で きま す 。 トー ンス ケル チ を 使用 する に は 、 オプ ション の EJ2BU を セッ ト し て くだ さ 


1. CF ) キ ー を 押し な が ら ( 尋 MOND D キー を 押し ます 。 
どら . 上 - 59L が 表示 され る まで 、 ゆ ・ 了 ツ を 押し ます 。 


9. ダイ ヤル を 回 し て 、 玉 が 表示 され る と 、 ト ー ン エン コー ダ が ON に な り ま す 。 
RYe] 由 が 表示 され る と 、 ト ー ン エン コー ダ と トー ンス ケル チ の 両方 が ON に な り ます 。 


4. PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


トー ン 周 波数 症 
※- 本 機 に は 、 50 種 類 の トー ン 周 波数 が あり ます 。 通信 する に は 、. トー ン エン コー タ ( 基 信 側 ) の トー に / 
の 462 ー ン スケ ル チ ( 受 信 側 ) の トー ン が 同じ で ある 必要 が あり ます 。 


_ 1. CF つ キー を 押し な が ら WON) キー を 押し ます 。 
に 半 * * *( キ キ ※ は 送信 時 間 ( 和 ) ま た は oF『 ) が 表示 され る まで 、 の ・ 防 を 押し ます 。 
3. ダイ ヤル を 回 し て 、 制 限 時 間 を 設定 し ます 。 
4. PTT キ ー を 押し て 、 終 了 し ます 。 


] 回 当たり の 送信 時 間 が タイ ム ア ウ ト ・ タ イマ ー の 設定 時 間 を 超え る と 、 その 後 の 送 信 を 数 秒間 禁止 

し ます 。 ] 回 あたり の 禁止 時 間 を 、 1 秒 か ら 1 5 秒 の 間 で 設定 で きま す 。 この 設定 は 上 記 の TOT が 設 

。 定 さ れ て いる 場合 の み 有 効 で す 。 
1. CE ) キー を 押し な が ら キー を 押し ます 。 特 W ュー 1 
ら . 上 HH 5 が 表示 され る まで 、[2) ・ 了 p を 押し ます 。 | 
9 人 き ・ 避 トー ン エン コー ダ ま た は トー ンス ケル チ が 所 

3. ダイ ヤル を 回 し て 、 周波 数 を 設定 し ます 。 上 BB 5 | の と き (MM や に el が 家 示 され て いな 

6 の と き は 、 トー ン 周 波数 は 88.5Hz に な り ま す 。 | いと る ざ ) は 、 トー ン 役 定 は 動作 し ませ ん 。 

:4. PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


1. CF_) キ ー を 押し な が ら (WOND キー を 押し ます 。 

ど . 上 P-(* 来 : 人 の 時間 が 示さ れる まで 、、 p・ 了 ウ の を WD ま すず <. 0 
9. ダイ ヤル を 回 し て 、 禁 止 時 間 を 設定 じ ま す 。 

4. PTT キ ー を 押し て 、 終 了 し ます 。 


H 


【 次 ペー ジ へ 続く 】 


下 人 ST 迎 浴 一 


EE 


01 革 


と U 古 へ で へい 


原因 に な り ま す 。 


だ さい 。 


・ 本 機 は 、 テ レビ ・ チ ュー ナー な ど 、 他 の 機器 


* ケー ス の カバ ー を 外さ な いで くだ さい 。 故障 の 


・ 直射 日 光 に 当たる 所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 
器具 の 近く で 使用 し た り 保管 し た り し な いで く 


に 影響 を 与え る と き が あり ます 。 影響 が 出 な 


いと ころ で 使用 し て くだ さい 。 


か ら 使 用 し て くだ さい 。 


取り つけ か た 」 
吉池 ケー ス を 本 体 の 溝 に 
合わ せ 、 矢 印 の 方 向 に カ 
チッ と 音 が する まで 押し 
込み ます 。 


] . 起 池 ケー ス の 上 部 の ツメ を 


外し て 上 方 向 に 引き 上 げ 、 
吉池 ケー ス を 開 ざ ます 。 


どら . 市 販 の 単 型 アル カリ 乾 電 


池 4 本 を 、 電 池 ケ ー ス 内 


の +ー に あわ せ て セッ ト し 


ます 。 


づ . 電池 ケー ス を 手順 1 で 外し 
た ツメ に 合わ せ 、 底 の 方 を 
カチ ッ と 音 が する まで 押し 
ます 。 


・ 付 属 の アン テ ナ は 、 本 体 に 完全 に 取り つけ て 


・ 取 り 外 し か た 
電池 ケー スロ ッ ク ボ タン 
を 矢印 の 方 向 に 押し た ま 
ま ツ メ を 外し て 、 電 池 ケ 
ー ス を 引き 抜き ます 。 


・ 車 載 時 の 電源 に は 、 必 ず 専 用 の アク ティ ブフ 
ィ ル ター 付 シ ガー ライ AE 36) 
和 を ご 使用 くだ さ し い 
い 。 本 機 が 過熱 し て 、 だり [ 
・ 煙 が 出 た り 異 臭 が する と き は 、 すぐ に 電源 ス 


イッ チ を 切り 、 RC の 雪 計 の 


人 い 。 


区 告 / ひ バン ド 近 く で は 、 多く の 業務 用 無線 局 が 運用 され て いま す 。 業務 用 無線 局 の 近く で | 
電波 を 発射 する と 、 ア マチ ュ ア 無線 局 が 電波 法令 を 避 守 し て いる に 関わ ら うず 、 思 わ ぬ 電 
波 障害 を 起こ すこ と が あり ます 。 移動 運用 の 際 に は 十分 ご 注意 くだ さい 。 特 に 、 航 空 機 
内 、 空港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 、 お よび それ ら の 中 継 局 周辺 で の 運用 | . 
は 行わ な いで くだ さい 。 運 用 が 必要 な 場合 は 、 管 理 者 の 承認 を 得 て く だ さい 。 。 


・ 市 散 の ニカ ド 電 池 は 便 必 し な いで くだ さい , | 
・ 区 池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使 必 し て く 
だ さい 。 な お 、 虹 基 膨 遂 用 る 場合 は 、 ア 
ルカ リ 電 池 を 使用 し で くだ さい 。 マ ン ガ ン 
屋 油 、 ア ルカ リ 電 池 は 温 ぜ て 使用 し な い 
で くだ さい 。 軒 当 が 表示 され ず に 起源 が 
切れ る 場合 が あり ます 
・ 池 人 量 が 少な く な る と 、 の 


ディ スプ レイ に は 、 1 1 


⑤② ⑧ @⑯⑩ め ⑨⑤ 


か 8 


@ーーKE FL 
@⑥ー- 癌 園 APO に と 


9 一 の た 9] 
た 


Le BUSY 回 kk ドー | 
⑯⑮ ⑰ 


上 た 


⑭ ⑯ 

⑩】F | て F ) キー を 押し て いる 間 に 、 表 示さ れ ま す 。 

②】 T | トー ン エ ンコ ー ダ ー を 使用 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま す 。 

⑥】 TISQL| 、 トー ンス ケル チ を 使用 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま す 。 

④KL キー ロッ ク を 使用 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま す 。 

⑧FL 周波 数 ロッ ク を 使用 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま す 。 

9 オフ セッ ト 周 波数 が 、 受 信 周 波数 か ら 上 向き (本 ) か 下向き ( 園 ) か を 示し ます 。 

⑧APO オー トバ ワー オフ を 使用 し て いる と き に 、 表示 され ます 。 

⑨VOL 音量 を 調整 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま す 。 

⑩SQL スケ ル チ を 調整 し て いる と き に 、 表示 され ます 。 

⑪M メモ リー モー ド の と き に 、 家 示さ れ ま す 。 

⑯BB メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 ・ 音 量 ・ ス ケル チ を 調整 し て いる と き に 、 表 示さ れ ま 
す 。 設 定 値 (最小 値 :0、 AS セッ トモ ー ド で は メニ ュ 
ー 番 号 が 表示 され ます 。 

⑬ 15.0H 旨 送信 / 受 信 周 波数 や オフ セッ ト 周波 数 に ー ン 和 お より チャ ン ネル ステ ッ プ 
を 表示 し ます 。 

⑭L ' LOW パ ワー モー ド の と き に 、 表示 され ます 。 

(OB 電池 残 量 が 少な いと き に 、 表 示さ れ ま す 。 

DBUSY 還 呈 信号 を 受信 し て いる か 、 ス ケル チ が 開い て いる と き に 表示 され ます 。 (トー ンス 


ケル チ 実 行 中 は 、 が 表示 され て いて も 、 ト ー ン 信号 が 一 致す る 信号 を 
受信 し な けれ ば 、 ス ケル チ は 開か ず 受 信 音 は 聞こ えま せん 。) 


⑰ , (小数 点 ) スキ ャ ン モ ー ド の と き に 京 減 し ます 。 
(49.9.9.9.1 た 】 送受 信 の 強度 を 表示 し ます 。 


本人 バッ ケー ジ な を 開け て 、 付 属 吊 の 確認 を し て くだ さい ' : ' 
・EBP-37N(4.8V 700mAH) ・ ベ ルト クリ ッ プ (ネジ 2 本 ) ・・-・・・・・ー 1 


<Ni-Cd 畜 夫 池 >・・ ド ーー バーー ] s ハン ドス トラ ッ プ ーー に トーレ ーーー 1 


・EDC 一 62< バ ッ テ リー チャ ー ジ ャ ー> ・・1  ・ 取 扱 説明 書 ・・・・・ バ ーー 6 
エコ *・ アン テナー ドド ドド トド トト トド トト トゥ レレ レレ ーー ] に 


7 アン テ ナ の 根元 を 持ち 、 フ アン テ ナ の 溝 を ア 22 デ 
ナコ ネクター の 溝 に 合わ せ て 差し 込み ます 。 
アン テ ナ を 時 計 方 向 に 回 し て 固定 し ます 。 
アン テ ナ を 取り 外す と き は 、 反 時 計 方 向 に 回 し 
ます 。 


PPEOPUCPEESGEDEPUELBLULDULLLLLLLLMSLuL 


ネジ 2 本 を 使用 し て 、 ベル トク リッ プ と 溝 
本 体 の 後 側 に 取り つ の 間 に 取 りつ け ま す 。 
け ま す 。 


し 亜 源 ス イッ チ - 
電源 スイ ッ チ を 押す と 、 電源 の ON / OFF が で きま す 。 


品 ゆ ) (音量 アッ プ ) キ ー 
の ゆ キー を 押す と 、VOL が 表示 され 、 ス ピー カー の 音量 が 上 が り ま す 。 

CF つ キー を 押し な が ら [ キー を 押す と 、VFO モ ー ド と メモ リー モー ド を 切り 換え ます 。 
EX モ リー モー ド の と き は 、 ディ スプ レイ 上 に IM と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番号 が 表示 され ます 。 


[ ツ (音量 ダウ ン ) キ ー 
E 症 ゆめ を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ 上 の 中 間 上 部 に VOL が 表示 され 、 スピ ー カ ー の 音量 が 下がり ます 。 
表示 され て いる VFO 周 波数 を メモ リー チャ ン ネ ル に 記憶 させる に は 、VFO モ ー ド で CE) キー を 押 【 
方 な が ら ゆ を 押し ます 。 
千代 記憶 し た VFO 周 波数 を 消去 する に は 、 メ モリ ー モ ー ド で て キー を 押し な が ら 【 ゆ を 押し て くだ さい 


MIC 
MIC か ら は 約 10cm 離 れ て 話し て くだ さい 。 


ディ スプ レイ ーーー 
本 マニ ュ ア ル の 「 デ ィ ス プレ イ に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。 


"1 . CF_) キー を 押し な が ら ⑱OMD) キー を 押し ます 。 


認 の . 59Lch (スケ ル チ ) が 表示 され る まで 、Q ・ 了 を 押し ます 。 
還 還 ご 雑音 が 聞こ えな く な る まで 、 ダイ ヤル を 時 半 回 り に 回 し ます < 
EE 4. PTT を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 AN OS 
モ | ( ' 
ト ッ ク /FL 周波 歌 ロッ ク 友 話 ェ poo ' 
左 1 C 下 つ を 二 し な が ら GND キー を 孝 ま す 。 ーー 
人 当ら . Lo[ が 表示 され る まで 、 ・ ウ な 知 し ます 。 康誠 待 DS は 語 
語 令 づ . KL ま た は FL が 表示 され る まで 、 本 機 右 上 に ある 譜 の 動作 が で きま せん 
蘭 。。。= ダ イヤ ル を 回 し ます 。 | ・VM(VFO モ ー ド と メモ リー モー ド の 切り 
は キー ロッ ク / 周 波数 ロッ ク を 実行 し な がい とき は 、 手 」 語 天光 
順 3 で KL ・FL の 表示 が 消え る まで ダイ ヤル を 回 講 議 還 肌 HK2= で = ド eCCW2 も 
幅 朋 し ます 一 ド の 切り 替え ) 
・MW( メ 玉 リ ー ラ イト 機能 ) 
4. PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 | ・ ス キャ ン 伊 能 
 ・ ダ イヤ ル に よる 周波 数 の 変更 (周波 数 ロッ 
ク 時 の み ) | 
と と コ 7 


チャ ン ネ ルス テッ プ と は 、 Voi モー ド で ダイ ヤル を 回 し た と き に 増減 する 、 最小 単位 の 周波 致 の ! 
隊 で す 。 


選択 で きる チャ ン ネ ルス テッ プ は 5、10、12.5、15、20、25、30kHz で す 。 


1. CF つ キー を 押し な が ら (MOND キー を 押し ます 。 

どの. 5 * ネ ネネ ( ネ ネネ 説い [ ・ 取 を 押し て くだ さい 
づ . ダイ ヤル を 回 し 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し ます 。 

- 合 . PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


SN 


JR 


ーー へ 
ュー ンー 


に [ 計 ペ ー ジ より 続く 】 


ーー 


呼び 出し ピー 音 を 「OFF] に する こと が で きま す 。 


1. CFO キ ー を 押し な が ら 、 ⑱OND を 押し ます 。 
、 の .Eb・orn が 表示 され る まで ・ ツ を 押し ます 。 
3. ダイ ヤル を 回 し て 、 上 b -nF を 表示 し ます 。 
ー-4..PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


- キー を 押す 度 に 、 出る ピー 音 を 【OFF】 に する こと が で きま す 。 


本 CE つ ギー を 押し な が ら WIOND キー を 押し ます 。 

8.bP-on (ON) ま た は bP-nF (OFF) が 表示 され る まで 、② ・ 民 キー を 押し ます 。. 

3。 ダイ ヤル を 回 し て 、 加計 音 の ON/OFF を 選択 し ます 。 yue 守 

4. 0 設定 を 終了 し ます 。 
スキ ッ プ 

に < メモ リー モー ド で スキ ャ ン し な い チ ャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 

・ この セッ トメ コ ュ ー は メモ リー モー ド で し か 表示 され ませ ん 。 


1. CEF つ キー を 押し な が ら ゆ : キ ー を 押し ます 。 
メモ リー モー ド に な り 、 MI と 表示 され ます 。 
・ ど . ダイ ヤル を 回 し て 、 スキ ャ 人 人 に スキ ツ プ する チャ ン キ ル だ 証し ます 
づ . CF_) キー を 押し な が ら (WMOMD キー を 押し ます 。 
4. 5P-oF が 表示 され る まで 、 また は 了 を 押し ます 。 
- 5. ダイ ヤル を 回 し て 、5『P-pn を 選択 し ます 。 . 
スキ ャ ンス キッ プ 機 能 を 使用 し な いと き は 、5P-oF を 選択 し ます 。 
6. PTT キ ー を 押し て 、 設定 を 終了 し ます 。 


表示 さ れ て いり 和泊 スキ ャ ン 実に 設定 し た メモ リー チャ ン ネ ル が スキ ッ プ さ れる と 
と を 示し ます 。 EMI 


本 機 に は 以下 の オプ ショ ン が あり ます 。 ーー SarizcrE mL 
@EDH-18: 乾 士 池 ケー ス ( 単 3 乾電池 4 本 使用 ) ・・・・・・・ ー・\1.500 


人 @EBP-33N: ニ カド バッ テリ ー バ ッ ク (4.8V 650mAH) ・・・・・・・ ・\4.500 . 
@EBP-34N: 二 カド バッ テリ ー バ パッ ク (4.8V 906 ーッ ーー \B6.800 
@EBP-35N: 二 カド バッ テリ ー バ ッ ク (7.2V 800mAH) に ーッ ーーー ・\B.000 
@EBP-36N: 二 カド バッ テリ ー パ ッ ク (9.6V 650mAH) ・ 20 \8.500 
@EBP-37N: ニ カド バッ テリ ー バ ッ ク (4.8V 700mAH) "ーッ \4.000( 標 準 装備 ) 
@⑯EJ-2BU: トー シス ケル チコ ニット に ar ev nr ・・ \4.800 
@EDC-36: ア クティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル ・ー・・ ド ーー \2.000 
EDC-62: バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) に ュー トー \2.300( 標 準 装備 ) 
@EDC-59: バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー( 秋 人 型 ER \9.800 

:- 葵 EMS-9: ス ピー カー マイ ク ・… EE rm 導 450O: 

ー 念 EME- 12:VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト (へ ッ ド ホ ンタ イブ ・ emonraー ィ mW6.500 - 
@EME-13:VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト ( イ ン ナ ー タ イプ ) ・・・・・ ーー ドー ・\6.500 

区 ME1BIMOX 付 タイ ビシ マ イク neneeervnovnvye ー \5.500 . 
@EME-6: プ チ 型 イヤ ホン こい ーー 学 1.500 
@ESC-28: ソ フト ケー ス (EBP-33N 使 用 時 )・・・・・・・・・・・ ド ーーー \2.000 
@ESC-2Gi: ソ フト ケー ス (EBP-37N.EDH-16 使 用 時 ) . ・・・・・ < \2.000 
@ESC-30: ソ フト ケー ス (EBP- 94N/35N/S6N 全 用 時 ) RE \2.000 


代 EBC-G: 上 ト RPC FCI FE ・ ・・ 学 ] 9 


・ 保 証書 : 全書 に は みず 所 事項 (ご 央 和 貼 名 、 ご 有人 記入 し 、 記 を お 記 か の) 
大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

- ・ 保 証 期 間 : お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 正否 な ど 使用 状態 で 、 こ の 期間 中 に 放 陣 が 生じ た 場 
「 合 は ご 製品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 保 
証書 の 規定 に 従っ て 修理 致し ます 。 


保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 騰 く だ さ 
い 。~ 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 有 料 で 修理 いた し ます 。 | “ 3 


・ ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 


リセ ッ ト 機 能 を 実行 する と 、 本 機 を 初期 状態 に 戻 し ます 。 


1. CF つ キー を 押し な が ら 、. 電源 を 入れ て くだ さい 。 


な お 、 リ セッ ト を 実行 する と 、 メモ リー に 保存 され た 情報 は 滑 去 され 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 


12.5kHz に な り ま す 。 


本 機 1 台中 に メモ リー お よび 設定 し た 機能 を 別 の DJ 190 に コピ ー で きま す 。 デ ー タ の 送信 元 の トラ ン 


TREE 


| > ら 9-O ロ ヨ 


シー 八 を 有 親 機 、 デ ー タ の 送信 先 の トランシーバ を 子 機 と し ます 。 両端 に 3.5 の の ステ レオ プラ グ が 付い 
た 9 訪 ケ ー ブ ル を 用 意 し で くだ さい で 


1. 親 機 、 子 機 の 電源 を 切り ます 。 ' 
- @. ケー ブル の 一 端 を 親 機 の SP 端 子 に 、 も う 一 端 を 子 機 の SP 端 子 に 挿入 し ます 。 


. 親 機 、 子 機 の 電源 を 入れ ます 。 


-4. 親 機 RG PTT キ ー を 9 回 押し ます 。 両機 に [LonE が 表示 さ 
ます 。  -。 


5. 子 機 の OND キー を 押 し ます 。 rEHdd が 表示 され ます 。 


6. 1 PU5h が 表示 され ます 。 も うー 虚 親 約 の PTT キ ー を 押す と 、 デー 
タタ の コピ ー を 開始 し ます 。 


/. コビー 実行 中 は 、 親 機 に は 5End が 、 子 機 に は DEE が 表示 され ます 。 コ ピー が 終了 する と 、 子 
- 機 に End が 、 約 2 秒間 表示 され ます 。 


8. 親 機 、 子 機 の 電源 を OFF に し ます 。 
_9. それ ぞ れ の 端子 か ら 、 ケ ー ブ ル を 取り 外し ます 。 


「 オ プシ ョ ント ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト EJ- ど BU を セッ ト す る と 、 トー ンス ケル チ を 使用 で きま す 。: | 


-EDC-62 の 両 サ イ ド の 潮 と 本 機 の 両側 の 潮 を 合わ せ て 挿入 し て くだ さい 。- 
ラン プ が 点灯 し 充電 が 開始 され ます 。 


・ 充電 中 は 、 必 ず 本 機 の 電源 スイ ッ チ を OFF に し て くだ さい 。 
・ 本 機 以外 で は 、 絶 対 使用 し な いで くだ さい 。 


・ 充 電 時 間 は 、 蓄 電池 の 種類 ・ 消 費 状態 に よっ て 異な り ます 。 充電 時 間 
に つい て は 、 各 董 埋 池 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


・ 森 機 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短絡 させ る と 、 本 機 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
* ' 章 還 池 を 聞 方 向 に 振 入 し な いで くだ さい >。 


To [ 
本 根 で 充 量 で きる 稀 電 池 は 次 の 通り で す 。 
・ EBP-33N(4.8V 650mAH) 
EBP-34N(4.8V 1200mAH) 
EBP:35N(4.8V:900mAH) 
EBP-36N(9.GV 650mAH) 
-EBP-37N(4.8V 700mAH) 


| 
| 
ラン フ ON/OFF 送信 出力 大 (H)/ 小 (0) 
(押し 続け る と スキ ャ ン ON) 

スケ ル チ 有 開 セッ トモ ー ド を ON する 


滋 トモ ー ド ・ メ ニュ ー 
CF ) キ ー を 押し た まま の 状態 で キー を 押し ます 。 
し ます 。) 


off、30 一 450 秒 . 
015 秒 (TOT 使 用 中 に | 
有効 ) 

gF (OFF) | 呼出 ピー 音 loF(OFP)on(ON) 
lon (ON) | ビー 音 pn(ON)/pF(OFF) 
5P- loF(OFF) | スキ ャ ン ・ ス キッ プ loF(OFF)/on(ON) | 

( 注 2) リセ ッ ト 時 は 、12.5kHZz ス テッ プ に な り ま す 。 の 

( 注 3) メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 時 の み 有 効 
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-・ 出 荷 時 に は 、EBP-37N は 充電 され て いま せん 。 
・ 通 常 の 使用 で 約 300 回 の 充電 が 可能 で す 。 所定 の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 著しく 短い 場合 は 、 
EBP-37N を 交換 し て くだ さい 。 ー ( 
*DC-IN に DC13.8V を 接続 する と 、 EBP-37N を 本 機 に 装 交 し た まま 充電 で きま す 。 二 

1. EBP-37N を EDC-G ら で 到 埋 する の に か か る 時 間 は 、 最 大 1 時間 で す 。 

ど 、 充電 は 0 で -:45 や の 温度 男 囲 内 で 行っ て くだ さい 。 こ ね れ 以外 の 温度 で は 、 充分 に 充電 され な か 

っ た り 、EBP-:37N の 性 能 を 劣化 させ る 原因 に な り ま す 。 

3③、EBP.37N の 牙 造 、 分 解 、 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい 。 

4、 必要 以上 の 長 固 問 の 任 晶 ( 過 充 電 ) は EBP.37N の 性 能 を 婚 下 べ は ます の で 選 け て くだ さい 

に 】 


、EBP.37N の 保 邊 は 、.BO で C+45 や の 暑 燥 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 こ れ 以 外 の 頂 境 で の 
使用 は 、EBP.37N の 小渡 や 、 


【』 


ト 、 


の ご 使用 済み の EBP-37N は 宴 重 な 資源 で す 。 再 利用 し ます の で 、 廃 棄 し な いで ニニ カド 電池 回 
の 又 夫 力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 “ “ 
Ni-Cd 


2 - で Co 選 
2 比 貫 メッ キ し て ある ハン カチ 坦 
や 、 内 側が 金属 メッ キ し て い 
る バッ グ に 直接 入れ た り 、 く 
る ん だ り し な いで くだ さい 。 


サリ 等 の 金属 問 や 、 電 気 
K あ る 所 に 置い た り 端 


クサ リ な どの 金属 物 旨 織 
バッ グ に 入れ な いで ぐ 北 や \ 


電気 だ 通さ な い 物 を 敷い て 、 置 . 
いて くだ さい 。 医 


バッ グ 等 に 入れ る 場合 は 電気 を 通 べ ない 袋 や 、 ハ ンカ チ 等 
に くる ん で くだ さい 。 


*EBP-37N を 持ち 運び する と き は 、 付 属 の 袋 に 入れ て くだ さい 。 


l1 本 機 に より アマ チュ ア 無 線 局 を 申請 


ufH 嘆 中 記 理 


| 5.10.18.5.15.20.65.30kHz ス テッ プ 。 | 
着 当 2 入 40 チャン ネル 、 。。 の) )]) |) 上 
| 


DC4.8>]13.8V( 標 準 DC4.8V) 
消費 電送 。 送信 時 H(DC13.8V) | 約 1.5A 


送信 時 H(DC4.8V) 約 1.0A(EBP-37N 使 用 時 ) 


引 57X151 X ら 7mm 


間 約 300g 


< 送信 部 > 


1 誠信 還 カ ( 


HiDC 1 3.8V(41 剖 電 誠 ) 
HiDC4.8V(EBP-37N) 
DC4.8V(EBP-37N) 
| リア クタ ンス 変調 FM | 
SOGBNNN に 
標準 装備 …- 

H:13.8V 約 1.5A 出力 電力 : 約 5W 

Hi7.2V 約 1.5A 出力 電力 約 3.5W 

H:4.8V  - 約 1.0A 出力 電力 : 約 1.5W ' 


ダブ プル スー パー ヘテロダイン 5 


BZMHZ me sl 
SGKN2 


ント:SZG2SERNEd 
|] 計 但 度 きき 料 eB SINAD:-16dB/ 以 下 ' 


テン 


する 場合 は 、 市 販 の 申請 用 紙 に 下記 の 事項 を 間違い な く 記載 の 上 、 


申請 し て 下さ い 。 

無線 局 事項 書 及 び 工事 設計 書 (裏面 ) 技 適 証明 発行 原 
する 周二 、 明 株 力 、 傘 の 形 共 

1144M | 20 時 FB・・・・ mmKV6CCD | 
に 

還 是 還 ! 間 間 還 1 還 定 靖 韻 誠 1 

交 陳 還 問 間 信二 較 | 

に 0 ッッ リ Mi 

Eo No の 

時 


※「KV26 っ oO 〇 O 〇 〇 」 は 、 ト ラン シー バー 本 体 に 貼ら れ て いる 「 技 術 基準 適合 証明 ラベ ル ]」 の 番 
号 を ご 記入 下さ い 。 . 


技術 時 準 宙 合 証明 ラベ ル 


KV262 
宅 , OOoOOO 
囲 、 技 半 古 明 JARO 


144.000 一 145.995MHZ 


電力 増幅 励 振 増 幅 励 振 場 個 衝 増 柚 ” VCO 低 周波 増 具 ”" MIC- 


Q101 Q102 Q301 IC6 | (EL 
2SC3356| 2SC3356 2SC5065| INJM2100| が 


X101 


也 21.25MHz 


